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轟 奮曼模 将蒙 56枚版の基本 象 其 将は以下の牌を使 するo 轟 牢 ・杆1点 全て同 の牌で上がる
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と共逼するo
最初に親は8枚、 は7枚の 牌を持ち、親が1枚捨てて開始。

ょ ーム チ“ ポン カン

壺規の蓄央定や 代、 の回り、 ツモや捨て牌、 ロ乞 ・ ィ壺並 ・ 憤の規則など、 基本的な遊ぴ は、 雀 卓 槙 植 燧 燧
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飼蕗 L点 四組の対 で上がる

上がり時の枚数は、『欧創厨睡刊対 (同じ牌のペア)』の8枚となる。 `蓿麓臨壺川2点 刻 組と対 で上がる

遡.潤 劉富咽 富涸
L- -ゴ 壺証姜 ユ杆ー対 ユ

メ ン の種類
シユンツ

_ _ _ _ _ _ _ _【順 】 「師 仕 」 「イ 胞」 「着| 象」 「 包」 を向 で
それぞれ3つ集め7遁こ組
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±±± 兵兵
ダン ーウエイ

轟 断頭尾・杆L点 「將・帥・卒・兵」の無い組合せで上がる
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【刻 】同じ種類の牌で3つ集めた組 学    ・

元に同じ牌が4枚揃つたり、 元にある刻 の牌を 轟_琉尉F川2枷 「卒・杆」を巴まよし_組の慎 を作る
誰かが捨てたら『カン』と宣 して慎 を完成できる 亥好ム 憤 ・ゴ= =ヒ_ィ卓 ィ卓 ィ卓 ィ卓_

轟役 監 (複婁苳tの役があればすベて重複します)
ー ノ荒イ 牢 ア黛ノロン〃箋オQ軍憲牌・・・1点 リーチ宣 をして上がる O/ウ雙 抱 ・杆4点 同じ溝成の順 を 組作る。
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規で上かる、または規からロンすると1点加算される
轟葺達謳 榊×2 蓋尉觸重荘で点譁勒洲封勾蟹つてい〈 イー託げオ則ノ
連荘の倍数は、2倍杆3倍升4倍拍、2倍升4倍升6倍拍、2倍杆4倍杆8倍蜊など各 で事前に洗めておく O ー狛錆昌・杆4点 同 の ー ーー ー
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轟 達封荳・杆 点
ハプテイラオユエ

轟 Y毎 亘三雷蒡 ・杆3点
ホーテイラオユイ

〇 河庫 蒡 ・・・1点
カンシヤンカイホワ

〇 憤上開花 汎2点

メンゼン

前 でロ ン上が りする

前でッモ上がりする(賞撓と複合しない)
牌を全て鳴いた(冠商畫匿抹誓)状態でッモ上がりする
牌を全て鳴いた(唸・睦・憤)状態でロン上がりする

最後の残り 枚でッモ上がりする( 撹と複合しない)
最後の残り 枚の捨て牌でロン上がりする

を して引い7遁こ牌で上がる
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蕭 天胡 ・杆8点 最初に配られた 已牌で上がる 地古 、 \古 も有効とする取り決めもある

※フリテンは無いので、 分の捨て牌と同じ牌でもロン上がりできる
繋銓封叡半求で碓碓胡の場合洞こ達郵叡半求と碓碓胡の両 の点敷が加算される
※半求に 撹の役は含まれないので、 撹の点は別に加算される


